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「何かを知りたい」場合，「何を
知らないか」がまずは問題に

なる．この論理でいくと，化学は
そもそも研究資源の豊富な分野で
あることに気づく．なぜなら化学
では扱う元素がたくさんあるから
だ．また有機化合物，すなわち炭
素を主として水素，窒素，酸素を
組み換えただけでも，できあがる
分子の組合せはかなりの数にのぼ
る．そこに硫黄や鉄，銅やマグネ
シウムやカルシウムなどをはじめ
とするメジャーな元素を入れたら，
それだけでもうキリがない．化学
では，知らないこと，まだ知られ
ていないことのコンビネーション
が，ほぼ無限に近くある．

化学は「銅鉄主義」？

このような物質の多様性を相手
にするという意味で，化学の研究
手法は，かつては「銅鉄主義」とい
われていた．銅で成り立つことが
あるなら，鉄でやってみればよい．
次はコバルト，さらに銀，そして
さまざまな元素について研究して
みることを指し，研究パターンが
決まっていることを意味している．

扱う物質のバリエーションで，そ
れぞれ研究計画が立案できると考
えられるので，一つひとつは「新
しい」ことになる．化学元素の果
てにはランタノイドやアクチノイ
ドまであるから研究ルーチンが成
立する．それぞれの物質や分子に
ついて，研究資源としての無知は
いくらでもある．
だが，この「銅鉄主義」という言
葉には，少し蔑みの意味が含まれ
ていることはおわかりだと思う．
科学とは普遍的な法則を追求する
ものだとするのが，いわゆる「物
理学帝国主義」だ．発見された法
則は，より一般性をもつほうが高
次の位階に置かれることが暗黙の
うちに了解されている．いわば物
質について，より抽象的で普遍的
な理論を扱うのが物理学の仕事で
ある．それに対して化学は物質の
各論を扱う．だから，化学の法則
はその物質にのみ通用する個別の
記述でしかない．そのため化学は
「物理学帝国の下僕」のようなもの
であるという印象がもたれていた．
化学の使命は物質の博物誌をひ
たすら記述する学問であると，銅

鉄主義のメリットに居直る向きも
あった．だが博物誌をもちだすと，
生物学が扱う世界の多様性や華麗
さには負けることになるので分が
悪い．奇妙な比喩だが，ある科学
史書では「立派で独立した美しい
長女」（物理学）と，「華やかでかわ
いい三女」（生物学）のあいだにい
る「地味な働き者の次女」（化学）と
いうキャラづけさえされている．

「知」は「無知」を生みだす

このことの是非はともあれ，こ
れを無知学的に考えるなら，「銅」
から「鉄」へという流れはある「知」
を得たことがより多くの「無知」
を生みだすことだとも解釈でき
る．有機化学に至っては，かつて
紙版のバイルシュタイン（有機化
学の物質情報をファイル化したも
の）を繰っていて，何度も気が遠
くなったことを思いだす．今では
バイルシュタイン・データベース
とされ，1771年以降の 200万件
以上の化学文献が収録されていて，
概数 930万の化合物，960万の化
学反応が記されている．それぞれ
の物質について銅鉄的な展開を適
応するなら，ある知が生まれたこ
とで，級数的に「無知」が広がって
いるということになる．こうなる
と銅鉄問題が教えるところは，化
学者という楽天的な「働き者」のた
めには，無知という沃野が拡大し
つづけているということでもある．
化学には銅鉄的な手法が効く．
だから無知という資源が多く産出
されつづけることに喜ぶこともで
きるかもしれない．だが，そう喜
んでばかりもいられない．いくつ
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かの疑問が生まれてくる．大体か
らして，すべての「無知」は埋めら
れるのだろうか？ またいくら働
き者だからといっても，いつまで
働きつづければよいのだろう．そ
れにその働き方は，ブラックでは
ないのだろうか？

誰が優先順位を決めるか

さらに考えられるのは，無限に
近い無知を解いていく優先順位を
どうつけるかだ．なぜ自分の特定
した無知には研究費がおりず（当
たらず），誰かの特定した無知に
は研究費がつけられる（当たる）の
だろう．単純な答えとしては，そ
の知の有用性とか経済性があげら
れる．だがそれは科学者が決める
ことではなく，ましてや科学者が
それを論じる資格はないことが多
い．そういうことは社会とか市場
で決まってくるものだ．科学者に
選択権もなければ説得力をもつエ
ビデンスを探すこともあまり期待
されてはいない．科学者はもっと
もらしいことを述べて，その無知
を埋める（まだ手にしていない）知
の「先物売り」の売り込みをするだ
けだ．
それにまだ知られていないだけ
で，意味のない知識もある．まっ
たく使えない知だってあるだろう
し，害悪を呼びこむものもある．
現実には毒物の取扱いやその生体
での実験，また生命倫理にかかわ
る研究には制限がかけられている．
また，核に関しては国際的な研究
制限がかかっている．ヒト胚の実
験的使用や，ヒトクローンの作成
は禁止されている．このようなこ

とは，ある問題についての「無知」
が法的・制度的に強制されている
ことだと解釈できる．このように
手をつけてはいけないから「無知」
になっている場合もある．

有徳な無知と究極の未知

このような制限には，プライバ
シーや人権の問題，国際政治の問
題などさまざまな理由がある．た
とえば個人情報が流出してしまう
ことはよいことだとはいえない．
国家や政府に対する思想信条の自
由という意味でも無知は大切だ．
われわれの消費行動やグーグルで
のキーワードの検索などは，すで
にビッグデータとしてプラット
フォームの側に吸い取られてマー
ケティングに活用されている．そ
れは憂慮すべきことだ．少し大き
い問題となってきたが，このよう
な問題群に対して，無知学では「有
徳な無知」という概念を提出して

いる．知らないでおくことが「徳」
（もしくは価値）になるという意味
での無知である．社会的・政治的
に，あることについて無知である
こと，無知の状態にしておくこと
が必要だという見方でもある．
こう考えていくのなら，人類に
は知らなくてもいいこと，そして
究極まで知ることができないこと，
永遠に無知のままであることもあ
るだろう．銅鉄問題では尽くせな
いところには，いわば「人知の限
界の先にある無知」（もしくは「究
極の未知」や「不可侵の非知」）があ
るとも考えられる．これは「有徳
な無知」とともに，無知学にとっ
て重要な課題の一つになっている．
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バイルシュタイン・データベースには 930万もの化合物情報（知）が収録
されており，それぞれについて銅鉄的な展開を適応した先には級数的に
「無知」が広がっている．
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